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まざまな民俗があったはずである O 勝連氏は八重山の農業について次のように述べている O
皮業でもやりかたはみなかわるわけさ O 所変われば品変わるというから変わりますよ。土
が浅いと黍なんかできないさ O 粟ばっかりさ D 粟は土の浅いところでもできる O 黒島・竹富
では粟が主体さ O 餅粟を作っておる D そして西表にいってお米を作っていた O だが、お米を







わざるをえなかった。 i)J(!~~ 間島の孤立性も島の農業条件のひとつであったと考えられる D
まず、今まで波!!夜間島の2業に関してどのような報告、及び論考がなされているのかについ
てみていきたし」波!!夜間の成業についての段初の記述は15世紀のことであり、 I成宗大王実録j
巻の105に記載されている済州島から出航した j1羽鮮人の漂流記で、ある O 同誌には彼らが与那国島
から八重iJ.I.宮古の島々を経由して首里にいたるまでの各島々の様子が拙写されている D 彼ら


















アプローチ-J (1975年、以下、 fパティローマ(-)Jと記す)は1963年、 1973年の調査を基に
記したものである O 同書では、向島の農業経済、および文化構造を稲作中心とみることは出来































んなところでも米を作付けした C 明治27年の I八重山等農業論jでは水田59.6222歩、畑地
297.4001歩であり、昭和35年では水田は7.600アール、畑地は15.800アールであったという〔加屋











ら水を漏らさないため田んぼの 1庄は大きかったと勝連氏はいう D 畦をしょっちゅう踏んで固め、








天水13:10 あの|時期は雨降りがあったら牛にスキつけて、牛馬が何十頭という人は 2組 3組に組
んでJこをとかすよな。スキでおこして、水が入ってから田んぼを牛で踏んで、 2"-3回も踏ん
でやる O 牛馬を組んで歩かせる」という o 牛馬を組むときには牡馬同士では繋がなかった。喧
1I1~をするからだ。日3 んぼの地面が平らになるように牛馬には大きな石を繋いで牽かせた O 勝連
|佳生氏(I昭和]22年生まれ)や大尚安三氏(昭和26年生まれ)は、少年時代に牛馬を組んで田んぼ




















































月ごとの 3 つの期間にわけられた O おおよその目安の農耕暦は、 9 月 ~12月の種子の発芽期、 1
月 ~3 月の作物の成長期、 4 月 ~6 月の登熟と収穫期である O 波 n世間島の稲作は冬の雨で田植
えをして、 6月頃に刈り取る冬作だった。
一一年の初めは10月頃に行われるシチ(節祭)であり、この時に“島のクサピを締める"といわ
れる 150 カンロのH寺期は島のクサビを締め、一連の農作業が始まる o 6月の収穫が終わり、収穫
感謝祭のプーリンでは“島のクサピを緩める"という o 1プーリンが終った後からシチ(節祭)
までの問はネ1行事はない160 その聞はタイコでも三味線でも、自由に出来る O 遊び放題してもい
い。そのときは何も作るものはない。ただ畑の整地だけjと勝連氏は語る O プーリンでは外部
落の聖なる 9名の女性からなるカンシンが各部落の御獄を訪問し、接待を受け、御獄の拝所で
ピパチの葉を丸めて、ピッカピーと 3固ならす170 これが“島のクサピを緩める"合図である D
これ以降は、タイコもドラも大声を上げることも許されるという。ピッカピーの音は長い謹慎














年に 3回行われたD 穂子の発芽、作物の生長、登熟と収穫の 3つの|時期に行われる一連の行事
の一環で行われたものである。しかし、アミニゲエ以外にも雨乞い儀礼は行われた。アウエハ
ントによると、 1964~]965年には次のような雨乞い儀礼が行われていた〔アウエハント 2004 
434J。
1964年12月 5~7 日 アミニゲエ・アサニゲエ 1 (降雨を祈願する朝の祈り)
3日間続く O
1964年12月 15~17 日 アミニゲエ・アサニゲエE
3日間続く O 島の全員が参加した。そのあとしばしば烏のスーニゲエ(後述する:筆者)が
行われたD








1965年 6 月 7~8 日 アミジワー
雨の崇拝、雨の感謝の儀礼、 2日間行われ、 2日目をイェーンヌユ・ニゲエといい、ユ (豊穣:
筆者)の祈願、繁栄や豊作だけでな く、翌年の繁栄や豊作を保障する豊かな雨を祈願する。
年3回行われるアミニゲエ・アサニゲエは、午前中に行われる。各御獄のツカサとパナヌフ
ァは花米を所属御厳に持参し、「時を待つことなく、 i聞があくことなく、 5日ごとに、 10日ごとに、
全ての畑、全ての旧のために降らせてくださしづと雨乞いの祈願をする D 極端な皐魁のときに













20日後に行われていた O 水の神司としてのカンシンが 写真2:ムシャーマの仮装行列に現れ
fアミユタボー 1)Jと歌いながら、島を巡行し、途中の るフサマラ (2004年)
聖なる場所で雨を乞い願う O





という O ベーシュラーとは一部分に|探る雨のことであり 20、ペーシュラーが山の形になってみせ
てくれと歌う O 雨が|経ると子供たちは棋になって大喜びで手を叩いて歌った O 雨がパーンパー
ンと降るとますます子供たちは張り合いが出て、もっとふれ、もっとふれと雨を励ましたとい










































虫がいた230 「害虫にやられるから水稲を多く作っているんですよ o I佳稲よりか水稲のが作りや






























ものだという O fJニの}時代 EEI は j誌や II~鳥の被害が多かった。苗をおろしておくと l鳴が飛んできて、
みんな食べて荒らしてしまったという o II~息対策は頭痛の種だった。前代旧も米の種類によって
作り分けた O ひとつの前床でも早稲と遅くなるのとは分けたo J星くなるのは早く苗床を作らな
ければならなかった O
田植え
発芽して j~iî がかなり長くなってから田植えをする O そうすれば水が溜っているところでも、
水を捨てなくて柚えられるという o jJli代¥3jに描いてから40日から50日後に田植えが行われた O 雨
の者1)合で、それを 2， 3月まで遅らせることも可能であった O 旧は牛で踏んであるので、苗は
すっすっと地面に入ったという o I百を差すと、粘土質だから下にぎゅっと吸い込まれてしまっ
たという u E13 fPlえは 1~1 にもよるが、大体1， 2， 3， 4月頃だった o 4月にネ直えるのは早稲で




































チ粟とパサパサしたサク粟に分けられる D サク粟は茎が大きくて長かったD モチ粟のマシブヤ
アンはそのまま莱飯にしても美味しかった。勝連氏は「モチ架って本当に貴重なものですよJ










して接地する O 雨が降って 3[0くらいこの作業をやってから種を蒔く O 土が固いと 5回くらい
整地する O しかし、準地しすぎてもいけない。勝連氏は「稲は水で支え、粟は根っこだけで支
える Q あまり撃地すると根っこは引っ張る力がないので倒れてしまう。倒れたらおしまいさj





ったらまた草取りをした O 多くは 4月か 5月までのうちに粟刈りが行われた。莱刈りはイララ
の小鎌で行った。
j勝連氏は、架作りは男性もやったが、主に年寄りや女性の仕事だったという。崎山氏による
と、 lヨ:親の仕事 1:j:1は子供は州!のそばの影のあるところにムシロをしいて遊ばせておいたという O
しかし、 21mの草取りや収穫は主にユイマールで行われた O 架の種は細かいので穂のまま高倉
の天井の上に余地を引っ張って下げておいた。
大変も ~:j3当量作っていたという D 大変にはヒゲのないの(ボーザーという)とヒゲのある 2
種類があったD また、粘りのあるものとないものとがあったD 前述したが、 9月頃、タカが来
るH寺期になると、変を蒔いてタカのションベンで生えさせた C 種を蒔くとすぐにカラスやハト
が表面の種を食べてしまったという O 麦は2月下旬から 3月に収穫こした。麦のヒゲの長いものは










ガン)、 71jl純 1号、プーパーアガン、ムラサキアガン、スアガン、タラマアガンの種類があった O













という O 日常、さまざまな穀物を食していたことがわかる o IJ奇山氏の子供の頃はイモは釘:日食
べたが、お米の御飯はたまにしか食べられなかったという。 iイモを苅でてポFで、I1IJいておにぎり





うちは匂いもいいし美味しかったという D モチ粟は麦や大麦と混ぜて炊いた O 架のサイマイ
(種類不明:筆者)はそのまま炊いても食べられたが、イモを細切りに切ってポーザマイと混合








子を作るとモチメが強かった O サク粟もお米と混ぜ合わせて団子にして食べた O 早稲の米や粟
は芋と一緒に煮て潰して団子にして食べた O モチ粟と芋も団子にして食べた。








































































湯と黒砂糖を入れてハ ッタイ粉にして食べた(アウエハント 2004 398)。
粟のパチィ儀礼(粟のスクマン、アンヌスクマンという)











































































































































氏、大雨テル氏、大i!きj安三氏、 1奇1千代氏に感謝の意を捧げる O また、 2009年度の南部落のプー
リンに参加させてくださった南部落の皆様に感謝する D
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ント 2∞4 438J 
12黒島・竹富島では、 9月あるいは11月に麦を播種、 3月初・中旬にそれを収穫し、そのあと夏
作物としてマメ類やイモを作付けする D さらに、 10月から旧正月まで (11月中旬頃が中心)に











て音を出すJ(宮良 1972 160 J . 1 . 1カンウヨイ・ウイヌヨイJがついに始まったとい
う喜びのしるしとして、ピパチイの葉を吹いて鋭い音を響かすJ(アウエハ ント 2004 
392) . 1神客(カンシン)の l人がビパーズの葉を吹き鳴らすのを合図に、一行は大石・大
成・新本・美底の各御殺を巡る。昔はこの草笛を吹く儀式が終わるまで口笛を禁じられていた

















穫という点を克服して定着したのであろうJ(安渓 2007 50Jo 



























:l7 J際連氏は「マンズは神様の供物なんですよ O 人間の食べるものじゃないんだよ O 昔の食べ物、
ご馳走さJという O
お雨量に頼る米の農耕暦は不安定であり、波照間島では米の農相j:儀礼は年中行事化されにくいの
も事実である D
:l9以下は安渓の報告である〔安渓 2007 pp.123・129J。祖納・干立集落では初穂を迎えるシクマ
のという行事のおりに、 〈ジッチャ-}と称するキIい竹のようなものを吹いた。干立では、初
穂迎えのシクマの儀礼で稲を刈り始めて8日目に村l司が拝所で祈願をして、ヤマチという謹慎
の期間が終わる D それまでは物音をたてることは、薪を割ったり米を掃いたりする生活に必要
なことも禁止されていた。歌や三線も勿論禁止だった。ヤマチ明けの日になると、子供たちが
シノルという竹で、作った笛のようなものを吹いた。網取集落では稲の初穂を迎えるシクマの行
事のときに、竹を切って笛のようなものにした〈タケチチ〉というものをブーとならした。|崎
山集落では5月に厳しい精進・物忌みが解除されるが、このとき村l百]が御獄に行き、和/lに告げ
てダドー(和名 ダンチク)という植物で笛のようなものを作り吹き鳴らすという。
-197-
